


神戸大学ボランティアバスプロジェクトは2024年8月24日（土）～27
日（火）の4日間で岩手県・宮城県に61回目となる派遣を行いました。
郷土芸能の文化保存支援や、震災遺構での学習、現地学生との交流と震
災の語り継ぎを実施しました。現地でボラバスOGも参加くださいました。

郷土芸能支援 ～浪板大神楽・吉里吉里祭り～

震災学習
ホテル観洋語り部バス・吉里吉里国・いのちをつなぐ未来館

震災の語り継ぎ
～東北大学SCRUMとの交流～

今回で2回目の参加となる岩手県大槌町の吉里吉里祭り。地域の郷土芸能団体
の一つ、「浪板大神楽保存会」さんのメンバーとして参加し、手踊り「甚句
（じんく）」や獅子舞演舞「四方固め」の「ささら」役を担いました。活動時
間は13時間にも及び大変でしたが、お祭りはとても盛り上がりました！

様々な人とのご縁を頼りながら、宮城県南三陸町、岩手県大槌町・釜石市
において私たちの目指す「震災の語り継ぎ」を学ばせていただきました。

2回目の交流となり、宮城
県名取市閖上地区で震災遺
構をめぐりました。せんだ
いメディアテーク内に移り、
私たちボラバスのもう一つ
のフィールド「阪神・淡路
大震災」に関する語り継ぎ
を聞いてもらいました。同
じ震災伝承を行う仲間だか
らこそ、苦楽を理解し合っ
た時間を過ごすことができ
ました。
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